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ＰＳＬＸ標準仕様書バージョン２

• 第1部：エンタープライズモデル

• 第2部：業務アクティビティモデル

• 第3部：業務オブジェクトモデル（第二版）

• 第4部：オントロジと情報モデル

• 第5部：XMLスキーマ

• 第6部：RDBスキーマ

http://www.pslx.org/jp/2008年1月勧告2008年1月勧告
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国際標準（ＩＥＣ６２２６４）パート３

ＰＳＬＸ仕様が
国際標準として
採択済み！
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PPS仕様書およびXMLスキーマ

ダウンロード可能（日本語版あり）

OASIS PPS委員会にて

承認された仕様書

http://www.oasis‐open.org/
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標準仕様
の開発

共通部品
の開発

問題の
共有

解決策の
普及PSLX標準仕様

バージョン２

OASIS

 
PPS

標準仕様

PSLX共通

コンポーネント

PSLX開発

支援ツール実装
事例等

参照モデル等

サンプル
帳票

失敗
事例

PSLXプラットフォーム構築の要素

現場特有の事情を考慮した簡単なアプリケーションを独自に製作可能

得意とする業務ロジックやアプリケーション開発に経営資源を集中

幅広い顧客に対し、きめ細かなソリューションをベストオブブリードで提供

製造業

APPベンダ

SI企業
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参加企業

• アスプローバ（株）

• （株）エクサ（株）

• （株）富士通アドバンストエンジニアリング

• （株）ケー・ティー・システム

• （株）構造計画研究所

• （株）シムトップス

• 東洋エンジニアリング（株）

• （株）日立東日本ソリューションズ

• 三菱電機（株）

• 横河電機（株）

• （株）ロジックスジャパン

合計１１社
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ＰＳＬＸプラットフォームの意味

• 製造業にとって
– 現場特有の事情を考慮した簡単なアプリケーショ

 ンを独自に製作可能となる。

• アプリケーションベンダにとって
– 得意とする業務ロジックやアプリケーション開発

 に経営資源を集中できる。

• インテグレータにとって
– 幅広い顧客に対し、きめ細かなソリューションを

 ベストオブブリードで提供できる。
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プラットフォームが実現すること

• マスターデータの共有
– PSLXプラットフォーム対応アプリケーションは、プラット

 フォーム上のマスターデータを（カスタマイズなしで）利用
 できる。

• トランザクションデータの共有
– PSLXプラットフォーム対応アプリケーションは、プラット

 フォーム上の他のアプリケーションとの間でトランザクショ
 ンデータの受け渡しが（カスタマイズなしで）できる。

• アプリケーション機能の共有
– PSLXプラットフォーム対応アプリケーションは、必要以上

 の機能（他のアプリケーションと重複する機能）を持たなく
 てすむ。
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設備保守
APP

品目
マスタ

製品設計
管理APP

在庫管理
APP

受注
管理

スケジューラ
APP

管理
PRG

サーバ

個別の
追加項目

個別の
追加項目

個別の
追加項目

個別の
追加項目

個別の
追加項目

品目情報
管理APP

技術情報資産は進化する

企業間連携
APP

個別の
追加項目

PSLXプラットフォーム計画

マスター連携ワークパッケージ

進化に対応可能な柔軟な情報システムＷＰ２（マスター連携）

設備
マスタ

管理
PRG

設備情報
管理APP



Copyright © 2008 NPO法人ものづくりAPS推進機構

現場情報は鮮度が要求される

実績
データ

管理
PRG

実績管理
APP

指示
データ

管理
PRG

進捗管理
APP

スケジューラ
APP

在庫管理
APP

製造実施
APP

品質検査
APP 設備管理

APP

サーバ サーバ

計画

原価管理
APP

ＷＰ１（トランザクション連携）

PSLXプラットフォーム計画

トランザクション連携ワークパッケージ

情報と現物とが一体となった情報システム



Copyright © 2008 NPO法人ものづくりAPS推進機構

ＰＳＬＸプラットフォームの特徴

• ＸＭＬメッセージによる粗なアプリケーション連携を実現する。

• 複数サーバに分散化可能なためＤＢの簡素化ができる。

• サーバの実装は常時待機型とする必要がないため実装が容易。

• ＤＢに対する差分追加方式によりローカル情報の管理が可能。

• プロファイルによって業態ごとの個別の拡張を可能にしている。

• 帳票とメッセージの粒度をあわせ人中心の柔軟性を取り込む。

• 装置や他の制御システムとのシームレスな連携を可能にする

• 標準ＲＤＢの利用によりシステムの早期立ち上げを容易にする。
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どの部分を新たに開発するのか

外部と最大１往復の
やりとりをする単位／
イベントで駆動する単位

アプリケーション
ユースケース

業務アクティビティ

業務機能ブロック

ソフトウェア
コンポーネント

アプリケーション
コンポーネント

再利用可能な
ソフトウェアの単位

状況に応じて機能を
実行する単位／アプリ
ケーションの利用パターン

業務における機能
の単位

企業における
まとまった業務の単位
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業務メッセージ

Documentドメイン文書

ドメイン文書

メッセージ
制御情報

Domain Objectドメインオブジェクト

Add ‐

 
Confirm Change ‐

Confirm
Remove ‐
Confirm

Get ‐

 
Show Sync ‐

 
Notify

Any elements
defined In profile

<Condition>
<Selection>
<Header>…

<Plan>
<Order>
<Party>
<Item>
<Resource>
<Process>
<Lot>
<Task>
<Operation>

PSLXパート５／OASIS PPS仕様
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業務オブジェクトの対応

プリミティブ
オブジェクト

業務
オブジェクト

*

<Plan>
<Order>
<Party>
<Item>
<Resource>
<Process>
<Lot>
<Task>
<Operation>

<Resource type=“Personnel”>
<Spec type=“name”

 

value=“Group1”/>
<Spec type=“section”

 

value=“S1”/>
<Spec type=“grade”

 

value=“A”/>
<Spec type=“rate”

 

value=“high”/>
<Date value=“2007‐07‐11:10:00:00”/>

</Resource>

Product / Material
Customer / Supplier
Sales Order / Purchase Order
Production Order
Inventory Order
Production Plan
Capacity Plan
Production Process
Inventory Process
Maintenance Process
QA Process
Resource Capacity
Equipment Capacity
Personnel Capacity
Routing Record
Equipment Record
Personnel Record
Equipment / Personnel
Lot / Task / Operation

Ｐ
Ｓ
Ｌ
Ｘ
標
準
仕
様

パ
ー
ト
３

に
て
規
定

ＯＳＡＩＳ

 
ＰＰＳ

にて規定
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ＸＭＬによる照会の方法

オブジェクト

オブジェクト

オブジェクト

オブジェクト

オブジェクト

オブジェクト

オブジェクト

オブジェクト

オブジェクト

ドメイン文書

メッセージ制御情報

Condition

Selection

Get メッセージ

1)

 
Condition要素がデータベース内のオブジェクトを

選択する。

オブジェクト

Show 
メッセージ

プロパティ
2) その上で Selection要素が返信メッセージ

に含めるプロパティ項目を指定する
注）すべてのプロパティが
返信されるわけではない
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メッセージキューによる方式

キュー１
（工程Ａ用）

キュー２
（工程Ｂ用）

キュー３
（工程Ｃ用）

キュー４
（スケジューラ用）

アプリケーション
（スケジューラ）

アプリケーション
ＭＥＳ（工程Ａ）

アプリケーション
ＭＥＳ（工程Ｂ）

アプリケーション
ＭＥＳ（工程Ｃ）

送信 受信

受信

生
産
指
示

生
産
実
績

生産実績
メッセージは
常にＰＵＬＬ形式となる
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具体的な実装方法（開発完了）

PPS.MsgQueue

PPS.MsgQueue
.MSMQ

PPS.MsgQueue
.WebSphereMQ

PPS.MsgQueue
.ActiveMQ

各システムベンダーより
提供DLL

amqmdnet
amqmdxcs

Apache.NMS
Apache.NMS
.ActiveMQ

PPS.Documents

アプリケーションA アプリケーションB アプリケーションC

PSLX対応

共通コンポーネント
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メッセージの例（プロファイル定義）

• Product(Product)
• BillOfMaterials(Product)
• ProductInventory(Product)
• Material(Material)
• ItemStructure(Material)
• MaterialInventory(Material)
• ReceivingRecord(InventoryOperation)
• ShippingRecord(InventoryOperation)
• InventoryReco d(InventoryOperation)
• MaintenanceRecord(MaintenanceOperati 

on)
• QAOperationRecord(QAOperation)
• SalesOrder(SalesOrder)
• PurchaseOrder(PurchaseOrder)
• ProductionOrder(ProductionOrder)
• InventoryOrder(Inventory Order)
• Customer(Customer)
• Supplier(Supplier)
• ProductionPlan(ProductionPlan)

• CapacityPlan(CapacityPlan)
• RoutingRecord(ProductionProcess)
• ProductionProcess(ProductionProcess)
• InventoryProcess(InventoryProcess)
• MaintenanceProcess(MaintenanceProce 

ss)
• QAProcess(QAProcess)
• ResourceCapacity(ProductionCapability)
• EquipmentCapacity(Equipment)
• EquipmentRecord(Equipment)
• PersonnelCapacity(Personnel)
• PersonnelRecord(Personnel)
• LotSchedule(Lot)
• LotRecord(Lot)
• TaskSchedule(Task)
• TaskRecord(Task)
• OperationSchedule(Operation)
• OperationRecord(Operation)

ＰＳＬＸ標準プロファイル
（ＰＳＬＸ標準仕様パート５）にて規定

項目の最終確定は2009年6月
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ＰＳＬＸ  ＲＤＢテーブル種類

生産品目 出荷実績 先行関係 予定作業
品目構成 入荷実績 売上実績 実績作業
装置 治工具 受給品 ロット
作業者 企業カレンダ 購買実績 在庫移動予定
区域 稼動カレンダ 支給品 検査項目
取引先 製品 生産オーダ 検査結果
受注オーダ オプション 在庫オーダ クレーム
受注伝票 資材調達 受注引当 タスク
受注内示 在庫管理 在庫引当 保守項目
発注オーダ プロセス ペギング 保守結果
発注伝票 生産手順 生産計画 故障履歴
発注内示 必要資材 能力計画
在庫棚卸 手順要素 生産実績
在庫移動実績 代替資源 稼動実績
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ＲＤＢテーブルと通信ドキュメント
テーブル名 位置 名称 フィールド名 データ型 サイズ 必須
生産品目 10 ID id int 0 TRUE
生産品目 20 生産品目ID production-item-id varchar 50 TRUE
生産品目 30 生産品目名称 production-item-name nvarchar 255 FALSE
生産品目 40 生産品目別名 production-item-name-2 nvarchar 255 FALSE
生産品目 50 製品フラグ product bit 0 FALSE
生産品目 60 購入フラグ material bit 0 FALSE
生産品目 70 生産品目ランク production-item-rank nvarchar 255 FALSE
生産品目 80 生産品目カテゴリ production-item-category nvarchar 255 FALSE
生産品目 90 備考 description nvarchar 255 FALSE
生産品目 100 管理組織 department-name nvarchar 255 FALSE
生産品目 110 管理担当者 department-staff nvarchar 255 FALSE
生産品目 120 ファミリ品目 family-item bit 0 FALSE
生産品目 130 キット品目 kit-item bit 0 FALSE
生産品目 140 標準価格 production-item-price decimal 0 FALSE
生産品目 150 標準原価 production-item-cost decimal 0 FALSE
生産品目 160 基準数 unit-quantity decimal 0 FALSE
生産品目 170 基準単位 unit-name nvarchar 255 FALSE
生産品目 180 登録日 create datetime 0 FALSE
生産品目 190 修正日 revise datetime 0 FALSE
生産品目 200 有効日 valid datetime 0 FALSE
生産品目 210 失効日 invalid datetime 0 FALSE

Material Item 生産品目ID production-item-id @id char
Material Item 生産品目名称 production-item-name @name char
Material Item 構成品目ID child-item-id Compose[@type='pps:child ']/@item char
Material Item ファミリ品目ID family-item-id Relation[@type='pps:family-item']/@item char
Material Item キット品目 kit-item Relation[@type='pps:kit-item']/@item char
Material Item 在庫量 stock-value Capacity/Qty/@value qty
Material Item 在庫時刻 stock-time Capacity/Time/@value time
Material Item 生産品目別名 production-item-name-2 Spec[@type='pps:name-2']/Char/@value char
Material Item 製品フラグ product Spec[@type='pps:product']/Char/@value char
Material Item 購入フラグ material Spec[@type='pps:material']/Char/@value char
Material Item 生産品目ランク production-item-rank Spec[@type='pps:rank']/Char/@value char
Material Item 生産品目カテゴリ production-item-category Spec[@type='pps:category']/Char/@value char
Material Item 基準数 unit-quantity Spec[@type='pps:unit-quantity']/Char/@value char
Material Item 基準単位 unit-name Spec[@type='pps:unit-name']/Char/@value char
Material Item 標準価格 production-item-price Price[@type='pps:standard-price']/@value char
Material Item 標準原価 production-item-cost Price[@type='pps:standard-cost']/@value char
Material Item 表示名 display-name Display[@type='name']/@value char
Material Item 表示名2 display-name-2 Display[@type='name-2']/@value char
Material Item 表示名3 display-name-3 Display[@type='name-3']/@value char
Material Item 表示色 display-color Display[@type='color']/@value char
Material Item 表示行 display-row Display[@type='row']/@value char
Material Item 表示列 display-column Display[@type='column']/@value char
Material Item 備考 description Description/@value char
Material Item 管理組織 department-name Author[@type='pps:department-name']/@value char
Material Item 管理担当者 department-staff Author[@type='pps:department-staff']/@value char
Material Item 作成日 create Date[@type='pps:create']/Time/@value time

RDBテーブル

通信ドキュメント
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サーバのＰＰＳインタフェース
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配布済み情報の例（第二回）

共通コンポーネント
PPSメッセージサービス

 コンポーネント
PPSドキュメント管理コ

 ンポーネント
PPSサンプルプログラム一式

 （ソースコード付）
PSLXサンプルプログラム一

 式（ソースコード付）
PSLXサーバプログラム（実習

 用）
PSLXクライアントプログラム

 （実習用）

データファイル
– RDBデータ内容

– XML形式データ

– CSV形式データ

設定ファイル
– RDBスキーマ生成用スクリプト

– PSLXプロファイル

– マッピングテーブル（Excel）
– XMLスキーマ（OASIS PPS）

マニュアル関係
– セミナーテキスト

– 操作説明書
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配布モジュール内容

• ＰＰＳ
 

メッセージサービスコンポーネント
– ＰＳＬＸの文書をアプリケーション間で交換するた

 めのミドルウェア

• ＰＰＳ
 

ドキュメント管理コンポーネント
– ＰＳＬＸのプロファイルにしたがってＸＭＬ文書を生

 成または解釈する

• ＰＰＳ
 

Ｅｘｃｅｌインタフェースコンポーネント
– Ｅｘｃｅｌのデータを簡単にＰＳＬＸメッセージに変換

 し送受信するためのインタフェース
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ＰＳＬＸサーバ
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ＰＰＳクライアント
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ガントチャートサーバ
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サンプルソースコード（公開分）

• Simple_Sender
• Simple_Receiver Sync
• Simple_Receiver Async
• Simple_Client
• Simple_Server
• ＰＳＬＸ_FIrstStep
• ＰＳＬＸ_Gantt
• ＰＳＬＸ_Excel
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プログラミング例
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実装講習会スケジュール

• プロジェクトキックオフ
 

２００８年７月３１日

– 全体説明、モジュール配布、開発環境の設定等

• 第一回
 

２００８年
 

８月２５日、２６日（２日間）

– 実習１：ＰＰＳメッセージの読み書きと送受信

• 第二回
 

２００８年１１月１８日、１９日（２日間）

– 実習２：データ照会機能や修正・削除機能追加

• 第三回
 

２００９年
 

２月下旬（２日間）

– 実習３：プロファイル拡張方法、マッピング方法

• 第四回
 

２００９年
 

４月下旬（２日間）

– 実習４：イベント機能、複数プロパティ対応機能
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講習会の基本パターン

プログラム開発担当者 ＋製品企画担当者（午後）

１日目 ２日目

9：30

11：00

12：30
13：30

15：00

16：30

17：30
フリータイム

今回課題
概要まとめ

課題内容の
詳細説明

課題実習１

課題実習２

前日作業報告
問題対策

製品実装用の
技術Ｔｉｐｓ

プログラム開発担当者

ビジネス課題
抽出と整理

共通フレーム
定義作業

ディスカッション

各回で事前に資料

 等を配布しますの

 で、ある程度の予

 備知識および事前

 実習をしておいて

 いただくことが前提

 となります。

注意

毎回の、実習課題に
対して完了の有無を
確認し、もし時間中に

完了できない場合には、
後日あらためて確認
します。（認定に必要）
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プロジェクト参加の形態

• 形態１：展示会（ＤＭＳ）出展企業

– 2009年６月のＤＭＳ展にてＰＳＬＸプラットフォー
 ム対応製品を展示／発表します。

• 形態２：実装講習会および接続試験参加企業

– ＰＳＬＸプラットフォーム対応の実装のための講習
 会に参加し、製品への実装を行います。



Copyright © 2008 NPO法人ものづくりAPS推進機構

ＰＳＬＸプラットフォーム対応とは

• PSLX準拠のXML（注）が読める／書ける

• PSLX準拠のメッセージが送信／受信できる

• PSLX準拠のメッセージ送受信において
 OASIS PPSのフル仕様が実装されている

（注）PSLX準拠のXML

OASIS PPS委員会仕様にもとづいた表記

PSLXパート5にもとづいたプロファイル利用

いろいろなレベルの対応があります。
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プロファイルの対応（イメージ）

PSLXマスタ連携機能
電子部品業界用品目マスタ（003）対応
電子機器業界用品目マスタ(003) 対応
自動車部品業界用品目マスタ(041) 対応

PSLXトランザクション連携機能
作業指示データ(038) 対応
作業実績データ(044) 対応
在庫実績データ(016) 対応

PSLXマスタ連携機能
電子部品業界用品目マスタ（003）対応
電子機器業界用品目マスタ(003) 対応
自動車部品業界用品目マスタ(041) 対応

PSLXトランザクション連携機能
作業指示データ(038) 対応
作業実績データ(044) 対応
在庫実績データ(016) 対応

PSLX対応

PSLX対応

PSLX標準

プロファイル

○○業界
プロファイル

○○業界
プロファイル

○○業界
プロファイル
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ありがとうございました。

ＰＳＬＸプラットフォーム計画タスクフォースチーム
西岡靖之（法政大学）、前田智彦（富士通）、

 野本真輔（構造計画研究所）、伊藤昭仁（シムトップス）、

 佐々木宏明（横河電機）、川内晟宏（プロセス経営研究所）、

 手島歩三（技術データ管理支援協会）、

 黒岩惠（トヨタ自動車社友）、岡宗秀一（事務局）
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